
　

岡
本
は
、
店
を
手
広
く
経
営
す
る
ほ
か
、
た
く
さ

ん
の
山
林
原
野
を
所
有
し
て
い
た
。
明
治
用
水
通
水

後
、
碧
海
台
地
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で 
開  
墾 
が
行
わ
れ

か
い 
こ
ん

る
よ
う
に
な
っ
た
。
岡
本
も
、
一
八
八
七
年
（
明
治

二
〇
年
）
か
ら
和
泉
村
（
現
在
の
安
城
市
和
泉
町
）

の
開
墾
を
始
め
た
。
店
で
働
い
て
い
た
源
太
郎
が
支

配
人
と
し
て
、
多
く
の
人
々
に
交
じ
っ
て
三
十
四
町

歩
を
六
か
年
で
完
成
さ
せ
た
。
続
い
て
今
村
大
道
山

（
現
在
の
同
市
今
池
町
）
の
二
十
七
町
歩
の
開
墾
も
、

支
配
人
と
し
て
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
年
）
か
ら

七
か
年
で
無
事
完
成
さ
せ
た
。

　

大
道
山
の
開
墾
地
が
、
岡
本
の
事
業
の
失
敗
か
ら

そ
っ
く
り
和
泉
の
神
谷
八
郎
の
手
に
渡
る
こ
と
に
な

っ
た
。
神
谷
は
、
開
墾
地
を
多
く
の
小
作
人
に
分
け

て
耕
作
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
世
話
役
が
必
要

に
な
っ
た
。
神
谷
は
、
引
き
続
き
源
太
郎
に
管
理
を

任
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

開
墾
地
が
岡
本
か
ら
神
谷
へ
渡
っ
た
折
、
岡
本
か

ら
贈
ら
れ
た
八
反
歩
に
、
神
谷
か
ら
も
借
り
て
四
町

二
反
歩
、
裏
作
も
加
え
る
と
延
べ
六
町
歩
余
り
を
、

初
め
は
源
太
郎
と
三
人
の
男
女
使
用
人
と
共
に
耕
作

し
た
。
動
力
農
具
は
な
く
、
畜
力
利
用
も
知
ら
な
い
、

全
く
人
の
手
が
頼
り
で
あ
っ
た
。

　

源
太
郎
は
農
家
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
本
格
的

な
農
業
の
経
験
は
全
く
な
か
っ
た
。
支
配
人
と
し
て

和
泉
の
開
墾
地
で
大
勢
の
人
た
ち
と
寝
食
を
共
に
し

て
働
い
た
の
が
最
初
だ
っ
た
。
十
年
余
り
開
墾
事
業

に
従
っ
て
、
農
業
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

開
墾
地
で
の
入
植
者
の
苦
労
は
並
た
い
て
い
の
も
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い
た 
く
ら 
げ
ん 
た 
ろ
う

　

板
倉
源
太
郎
は
、
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
年
）
八

月
、
碧
海
郡
大
浜
村
東
松
江
（
現
在
の
碧
南
市
新
川

町
）
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。
身
体
が
弱
か
っ
た
の
で
、

百
姓
に
は
む
か
な
い
と
み
た
父
は
、
村
内
の
造
り
酒

屋
に
奉
公
に
出
し
た
。
十
三
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
の

酒
屋
は
東
京
に
も
店
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
翌
年
、

東
京
の
店
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
二
年
ほ
ど
す
る

と
、
店
の
責
任
者
が
亡
く
な
り
、
店
を
閉
め
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
、
再
び
大
浜
の
店
で
働
く
こ
と
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
八
歳
の
時
、
こ
の
店
も
閉
店

す
る
こ
と
に
な
り
、
源
太
郎
た
ち
使
用
人
は
や
め
さ

せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
源
太
郎
は
、
同
じ
村
の
肥
料

問
屋 
岡  
本  
八  
右  
衛  
門 
の
店
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。

お
か 
も
と 
は
ち 
う 

え 
も
ん

の
で
は
な
く
、
新
天
地
を
夢
見
た
人
た
ち
の
中
で
、

中
途
で
脱
落
し
て
い
く
人
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
人

た
ち
を
見
聞
き

し
て
い
る
源
太

郎
自
身
も
、
少

年
の
こ
ろ
か
ら

奉
公
に
出
て
、

奉
公
先
の
事
業

の
失
敗
か
ら
と

は
い
え
、
や
め

さ
せ
ら
れ
、
得

る
も
の
が
な
か

っ
た
と
い
う 
挫 ざ

 
折 
を
経
験
し
て

せ
つい

る
。
し
か
し
、

源
太
郎
は
、
悲

運
や
苦
労
に
押
し
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
強
い
意
志

で
そ
れ
に
立
ち
向
か
い
、
乗
り
越
え
て
い
っ
た
。
神

谷
が
、
源
太
郎
に
大
道
山
の
管
理
を
任
せ
、
三
町
歩

余
り
の
田
地
を
貸
す
こ
と
に
し
た
の
も
、
そ
の
人
物

を
見
抜
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

源
太
郎
は
、
開
墾
地
の
支
配
人
は
そ
の
土
地
の
指

導
者
、
リ
ー
ダ
ー
だ
と
い
う
自
覚
を
強
く
意
識
し
た

の
で
あ
ろ
う
、
人
一
倍
働
い
た
。
単
に
一
生
懸
命
働

く
の
で
は
な
く
、
農
業
の
合
理
性
を
追
求
し
た
の
で

あ
る
。
昭
和
初
期
、
安
城
が
「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」

と
全
国
に
知
ら
れ
、
多
く
の
視
察
者
が
訪
れ
た
代
表

的
な
農
家
、
板
倉
農
場
の
経
営
者
が
源
太
郎
で
あ
る
。
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